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ま え が き

労働政策研究・研修機構（JILPT）では、第２期中期計画期間（２００７～１１年
度）における研究テーマの一つとして「人口減少下における全員参加型社会の
在り方に関する調査研究」を定め、人口減少下の社会において労働力人口の減
少を抑える観点に立って、高齢者、女性、若年者等の労働市場参加を促進する
方策のあり方をそれぞれ研究してきた。

本書は、これら三つのサブ・テーマのうち高齢者の就労促進に関して、２０１０
年度までの研究成果を踏まえて、その現状と課題を広く一般の方向けに紹介す
るものである。この報告書が国の政策担当者をはじめ、高齢者雇用問題に関心
のある社会各層の方々に、何らか参考になれば幸いである。また本書が契機と
なって、企業において労使による高齢者雇用の取組みに一層の弾みがつき、高
齢者雇用の一層の促進につながれば望外の喜びである。

２０１２年３月
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理事長 山口 浩一郎
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